
 

医療機関に退蔵されている水銀使用製品の回収事業について 

 

１ 事業の概要 

 本回収事業は，医療機関において使用されず退蔵品となっている水銀血圧計や水銀体温

計などの水銀使用製品廃棄物の処理を促進するため，各都道府県医師会が中心となり，自

主的に集団回収を行う事業であり，東京都医師会が平成２４年度から実施している事業を

モデルに，環境省が平成２８年３月に「医療機関に退蔵されている水銀血圧計等回収マニ

ュアル」（以下「マニュアル」という。）を策定し，各都道府県医師会等が取り組んでいる

もので，京都府医師会等の事業もこのスキームで行われている。 

 医療機関が退蔵する水銀使用製品は，市域全体の保管量の約６割を占める一方，個々の

医療機関が処分する場合，少量で収集運搬，処分委託することとなるため，処理コストが

割高になることから，集中的かつ効率的に処理を進めることを目的として，事業が実施さ

れている。 

⑴ 事業スキーム 

  各地区医師会等が回収拠点を提供し，医療機関は当該拠点に水銀使用製品廃棄物を搬

入する。その後，当該拠点から，処分業者に一括して運搬し，適正な処理を行う。 

⑵ 本市の関わり 

 医療機関から排出される水銀使用製品廃棄物は産業廃棄物であり，排出事業者たる各

医療機関は排出事業者責任（契約締結義務，マニフェスト交付義務など）を負うが，マ

ニュアルでは回収を効率的に実施するため，契約締結等に関する権限を地区医師会に委

任する方法が示されている。医療機関の排出事業者としての責任そのものを他者に転嫁

することはできない原則から逸脱しないよう，本市は廃棄物処理法及びマニュアルを踏

まえた事業内容となるよう，助言を行っている。 

 

（環境省「医療機関に退蔵されている水銀血圧計等回収マニュアル」から抜粋） 

資料２ 



２ 実施状況 

本市域で，本年９月までに回収事業により収集，処分された水銀使用製品廃棄物の数量

は以下のとおり。 

【京都府医師会】 

地区医師会 参加医療機関数  血圧計（台） 体温計（本） 充填用水銀（g） 

京 都 北 ４０ ９３ ６８ ０ 

上京東部 ２１ ８８ ４２ １０ 

京都市西陣 ５７ １８６ １５６ ３，３３８ 

中京東部 ２５ ８２ ４８ １３３ 

中京西部 ５２ １４６ ５９ ５０４ 

下京東部 ２６ ４８ ２３ １７ 

下京西部 ７０ ２０８ ４６０ １００ 

左  京 ９９ ２８６ ２９４ ５３２ 

右  京 ８２ ２５６ ４３６ ５０ 

西  京 ４８ １３８ ２６８ １，２００ 

東  山 ２５ ８４ ２２ １５ 

山  科 ４７ １８８ ６６ ３５０ 

伏  見 １２３ ３６６ ７８４ ２，４５０ 

市内合計 ７１５ ２，１６９ ２，７２６ ８，６９９ 

※ 案内を送付した１，４４７機関のうち，７１５機関が参加した。 

 

３ 今後の予定 

 平成２９年１月に，京都府歯科医師会による回収事業が予定されており，本市も引き続

き助言等により協力していく。 

 


